























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































出所 曽根泰教 「議会の可能性一21世 紀 の議会 に向けて一 」 内田健 三 ・金原 左門 ・
古屋哲夫編集 『日本議会史録』 第6巻 、第一法規、1990年 、p408。 なお、当該表 は
大山礼子 「資料 ・国会改革の流れ」(『 レファレンス』1989年9月 号)を 参 考 に し
て作成 されている。
7
は
政
党
化
が
進
行
し
て
い
く
中
で
、
参
議
院
の
理
念
か
ら
逸
脱
し
て
い
く
参
議
院
議
員
の
意
識
構
造
の
根
本
的
な
変
革
を
迫
る
も
の
け
　
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
河
野
議
長
は
、
こ
の
提
言
を
具
体
化
す
る
目
的
で
議
長
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
参
議
院
問
題
懇
話
会
を
設
置
、
同
懇
話
会
は
一
九
七
一
年
九
月
に
「参
議
院
の
運
営
の
改
革
に
関
す
る
意
見
書
」
を
議
長
に
答
申
し
た
。
こ
の
答
申
の
内
容
は
、
以
後
の
参
議
院
改
革
の
原
点
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
内
容
を
以
下
に
示
し
て
お
こ
う
。
1
参
議
院
の
独
自
性
と
自
主
性
の
確
保
ω
議
院
の
公
正
な
運
営
を
図
り
、
政
党
間
の
紛
争
に
ま
き
こ
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
議
長
お
よ
び
副
議
長
は
党
籍
を
離
脱
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
②
議
院
の
運
営
は
各
会
派
が
そ
の
責
任
を
分
担
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
議
長
は
第
一
会
派
か
ら
、
副
議
長
は
第
二
会
派
か
ら
選
出
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
⑧
常
任
委
員
長
の
在
任
期
間
を
長
く
し
、
そ
の
権
威
を
高
く
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
傾
参
議
院
か
ら
国
務
大
臣
、
政
務
次
官
を
出
す
の
は
自
粛
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
⑤
議
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
各
会
派
の
議
員
会
長
そ
の
他
の
代
表
者
で
構
成
す
る
各
派
幹
部
会
議
を
常
設
し
、
議
事
の
円
滑
な
運
営
に
つ
と
め
る
、
な
ど
。
1
効
率
的
な
審
議
ω
常
会
の
全
会
期
を
活
用
す
る
た
め
、
召
集
時
期
を
現
行
の
一
二
月
か
ら
一
月
に
変
更
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
②
参
議
院
の
運
営
を
困
難
に
す
る
事
態
は
、
議
案
の
審
議
期
間
が
短
い
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。
審
議
期
間
を
確
保
す
る
た
め
、
一
定
の
期
日
(常
会
の
場
合
に
は
、
閉
会
日
前
二
〇
日
)
以
降
に
送
付
さ
れ
て
き
た
議
案
は
、
原
則
と
し
て
継
続
審
査
ま
た
は
廃
案
と
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
③
参
議
院
先
議
の
内
閣
提
出
法
案
を
増
加
さ
せ
て
、
会
期
当
初
の
参
議
院
の
議
事
の
空
白
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
な
ど
。
皿
充
実
し
た
審
議
8
ω
委
員
会
の
審
査
が
委
員
と
政
府
当
局
と
の
質
疑
応
答
に
終
始
す
る
実
情
を
改
め
、
自
由
討
議
を
行
っ
て
委
員
相
互
間
の
意
見
の
交
換
に
つ
と
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
②
参
議
院
は
行
政
監
督
の
機
能
の
発
揮
に
つ
と
め
、
特
に
決
算
の
審
査
を
重
視
し
、
予
算
の
執
行
の
実
際
を
深
く
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
⑧
参
議
院
の
性
格
と
参
議
院
議
員
の
任
期
と
に
か
ん
が
み
て
、
長
期
的
・
大
局
的
視
野
に
立
っ
た
国
政
の
調
査
を
大
　　
　
い
に
行
う
べ
き
で
あ
る
、
な
ど
。
こ
の
制
度
・
運
営
の
両
面
に
わ
た
る
精
緻
な
改
革
案
が
完
全
に
実
施
に
移
さ
れ
れ
ば
、
参
議
院
の
独
自
性
・
自
主
性
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
答
申
以
降
の
改
革
の
足
跡
を
み
て
み
る
と
、
運
営
面
で
は
い
く
つ
か
の
改
革
が
実
現
し
て
い
る
。
ま
ず
河
野
議
長
時
代
に
は
、
議
長
の
政
治
的
中
立
を
貫
く
と
い
う
視
点
か
ら
河
野
議
長
、
森
八
三
一
副
議
長
が
党
籍
を
離
脱
し
、
以
後
こ
れ
が
慣
例
と
な
っ
た
(
一
九
七
四
年
七
月
～
一
九
七
七
年
七
月
の
自
民
党
・
前
田
佳
都
男
副
議
長
を
除
く
)
。
次
に
一
九
七
四
年
五
月
に
は
、
河
野
議
長
は
「審
議
期
間
の
確
保
」
「参
議
院
先
議
案
件
の
増
加
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
衆
議
院
議
長
、
首
相
に
対
し
て
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
七
七
年
=
月
に
「参
議
院
改
革
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て
諸
々
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
①
小
会
派
の
議
運
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席
(
一
九
七
八
年
九
月
)
、
②
開
か
れ
た
参
議
院
の
具
体
案
…
…
本
会
議
の
特
別
参
観
、
感
想
文
募
集
、
国
民
か
ら
の
意
見
聴
取
(
一
九
八
〇
年
一
月
～
六
月
)
、
③
広
報
活
動
の
充
実
の
具
体
策
…
…
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
(
一
九
八
一
年
一
〇
月
)
、
④
広
報
ロ
ビ
ー
の
開
設
(
一
九
八
二
年
三
月
)
、
⑤
視
覚
障
害
者
の
た
あ
の
点
字
国
会
案
内
の
刊
行
及
び
触
察
用
議
事
堂
模
型
の
展
示
(
一
　の
　
九
八
三
年
五
月
)
、
な
ど
で
あ
る
。
他
方
、
制
度
上
の
大
き
な
改
革
と
し
て
実
施
し
た
の
が
、
調
査
会
制
度
の
導
入
で
あ
る
(
一
九
八
六
年
五
月
、
国
会
法
の
一
部
改
正
を
行
っ
て
正
式
に
ス
タ
ー
ト
)
。
調
査
会
は
、
調
査
に
関
し
委
員
会
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
議
院
の
機
関
で
、
国
政
の
基
本
的
事
項
に
関
し
、
長
期
的
、
総
合
的
な
調
査
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
委
員
会
が
と
か
く
政
府
案
の
審
議
を
行
う
こ
と
が
中
心
と
な
り
、
質
疑
も
大
臣
や
政
府
委
員
と
の
間
に
行
わ
れ
る
9
だ
け
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
議
員
相
互
間
に
お
け
る
自
由
討
議
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
'参
議
院
に
ふ
さ
わ
し
い
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
調
査
と
立
法
勧
告
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
「外
交
・
総
合
安
全
保
証
に
関
す
る
調
査
会
」
「国
民
生
活
に
関
す
る
調
査
会
」
「産
業
・
　れ
　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
」
の
三
つ
を
設
置
し
て
い
る
。
な
お
、
一
九
八
八
年
一
月
に
、
議
長
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
「
参
議
院
制
度
研
究
会
」
(座
長
?
林
修
三
)
が
発
足
し
、
二
院
制
問
題
や
選
挙
制
度
を
中
心
に
議
論
が
な
さ
れ
て
　ぬ
　
い
る
Q
以
上
が
参
議
院
改
革
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
既
に
み
た
よ
う
に
、
今
日
の
参
議
院
改
革
の
出
発
点
は
、
参
議
院
の
政
党
化
を
排
除
し
て
、
参
議
院
を
「良
識
の
府
」
「
理
性
の
府
」
に
戻
す
こ
と
、
つ
ま
り
、
参
議
院
の
独
自
性
と
自
主
性
を
ど
う
確
保
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
参
議
院
改
革
の
原
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
参
議
院
問
題
懇
話
会
が
答
申
し
た
「参
議
院
の
運
営
の
改
革
に
関
す
る
意
見
書
」
の
内
容
が
全
て
実
現
す
れ
ば
参
議
院
の
存
在
意
義
は
極
め
て
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
現
実
は
、
一
定
の
前
進
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
「大
臣
病
」
に
と
り
つ
か
れ
た
参
議
院
議
員
の
国
務
大
臣
や
政
務
次
官
へ
の
就
任
が
あ
と
を
た
た
な
い
し
、
ま
た
、
政
党
の
論
理
が
参
議
院
を
支
配
し
て
、
政
党
化
が
一
段
と
進
展
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
、
参
議
院
の
独
自
性
と
自
主
性
の
確
保
は
難
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。日
本
の
採
用
し
て
い
る
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
は
、
そ
の
権
力
の
源
泉
は
議
会
(国
会
)
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
型
政
治
シ
ス
テ
ム
は
選
挙
に
基
づ
く
民
主
主
義
を
採
用
し
て
い
る
が
、
実
際
上
は
こ
の
民
主
主
義
に
二
つ
の
原
理
が
混
在
し
て
い
る
。
一
つ
は
数
に
基
づ
く
民
主
主
義
の
考
え
方
(ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
)
で
あ
り
宀
い
ま
ひ
と
つ
は
多
数
制
限
の
発
想
(リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
)
で
あ
る
。
前
者
は
、
そ
の
正
当
性
の
根
拠
を
国
民
(有
権
者
)
の
支
持
に
求
あ
る
立
場
で
あ
る
が
、
後
者
は
権
力
抑
制
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
ハ　
　
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
二
院
制
議
会
の
理
念
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
二
院
制
議
会
の
存
在
意
義
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
参
議
院
が
衆
議
院
と
全
く
同
じ
よ
う
に
政
党
化
の
系
列
に
完
全
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
「数
の
府
」
で
あ
る
衆
議
院
に
対
し
て
「
抑
制
と
補
io
完
」
の
機
能
が
有
効
に
作
動
し
な
け
れ
ば
そ
の
存
在
意
義
は
大
き
く
後
退
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
「
二
院
制
　お
　
の
廃
止
」
や
「
参
議
院
無
用
論
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
「
民
主
政
治
は
二
院
制
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
は
思
っ
て
い
な
い
し
、
ま
た
、
コ
院
制
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
も
思
っ
て
い
な
い
。
岡
野
教
授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
『
普
通
の
人
々
』
(
コ
モ
ン
・
マ
ン
)
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
議
会
で
、
『
集
会
の
感
覚
』
(
セ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
)
を
大
切
に
し
て
、
討
論
を
通
じ
て
一
つ
一
つ
問
題
を
処
理
し
て
い
　ム
　
く
」
と
い
う
形
で
の
民
主
政
治
が
実
現
す
る
の
な
ら
ば
、
一
院
制
と
か
二
院
制
と
か
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
現
実
は
、
そ
の
よ
う
な
理
念
と
は
ほ
ど
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
国
会
改
革
論
、
し
か
も
「両
院
同
時
対
等
改
革
論
」
が
唱
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二
院
制
議
会
で
あ
る
以
上
、
参
議
院
の
改
革
は
同
時
に
衆
議
院
の
改
革
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
衆
議
院
の
改
革
と
参
議
院
の
改
革
と
は
対
等
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
の
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
「制
度
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
「
日
本
独
得
の
政
治
文
化
か
ら
生
ま
れ
た
"風
土
理
念
"
と
し
て
の
『
民
主
主
義
』
と
い
う
　
　
　
お
　
イ
デ
ー
」
で
あ
る
。
・
(
未
完
Y
〔註
〕
(1
)
金
指
正
雄
「
政
治
の
迷
路
『国
会
』
を
解
く
」
曽
根
泰
教
・
金
指
正
雄
『
ビ
ジ
亭
ア
ル
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
日
本
の
政
治
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
九
年
、
一
八
～
一
九
頁
。
(2
)
こ
の
よ
う
な
見
方
に
対
し
て
加
藤
秀
治
郎
教
授
は
、
日
本
の
政
治
家
や
有
権
者
の
政
治
的
資
質
の
高
さ
を
指
摘
し
て
、
む
し
ろ
政
治
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
性
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
い
る
(
『
茶
の
間
で
聞
く
政
治
の
話
の
ウ
ソ
』
学
陽
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
二
二
三
～
二
二
九
頁
)
。
ま
た
、
コ
般
に
、
政
治
家
に
の
ぞ
ま
れ
る
資
質
、
能
力
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
時
代
を
予
見
す
る
資
質
と
能
力
、
政
策
理
解
力
、
国
民
に
対
す
る
奉
仕
の
情
熱
、
民
主
政
治
家
と
し
て
の
大
衆
性
な
ど
。
し
か
し
個
人
に
よ
っ
て
、
資
質
、
能
力
に
は
特
質
、
差
異
が
あ
り
、
す
べ
て
の
条
件
を
そ
な
え
た
政
治
家
は
、
こ
れ
を
期
待
す
る
ほ
う
が
無
理
で
あ
る
」
と
か
、
「
有
権
者
は
自
分
た
ち
の
水
準
以
上
の
政
治
家
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
国
会
議
員
が
本
来
の
職
務
に
専
念
し
え
な
い
11
の
は
、
選
挙
民
の
責
任
で
も
あ
る
」
と
す
る
見
方
も
あ
る
(泉
昌
一
「
選
挙
に
追
わ
れ
る
日
常
活
動
」
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
編
『
ア
メ
リ
カ
の
議
会
・
日
本
の
国
会
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
二
年
、
一
八
〇
頁
)
。
(
3
)
伊
藤
光
利
「国
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
機
能
-
一
党
優
位
制
に
お
け
る
議
会
ー
」
日
本
政
治
学
会
編
『
政
治
過
程
と
議
会
の
機
能
』
(
日
本
政
治
学
年
報
、
一
九
八
七
年
)
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
一
二
九
頁
。
ま
た
、
参
議
院
外
務
委
員
会
調
査
室
主
任
調
査
員
の
木
村
修
三
氏
も
、
「
長
年
に
わ
た
る
自
民
党
政
権
の
継
続
は
、
自
民
党
と
官
僚
機
構
と
の
癒
着
を
深
化
さ
せ
、
重
要
な
政
策
の
決
定
は
、
国
会
と
い
う
公
的
な
場
で
討
議
を
通
じ
る
よ
り
も
、
政
府
与
党
内
も
し
く
は
政
府
与
党
と
官
僚
機
構
と
の
非
公
式
の
協
議
・
調
整
を
通
じ
て
実
質
的
に
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
傾
向
を
助
長
し
た
。
そ
の
さ
い
、
政
府
与
党
と
根
本
的
に
意
見
の
異
な
る
野
党
側
に
は
、
官
僚
機
構
か
ら
十
分
な
情
報
が
与
え
ら
れ
ず
、
逆
に
野
党
側
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
政
府
や
官
僚
機
構
の
失
点
を
あ
ば
き
、
論
理
の
次
元
で
そ
れ
を
や
り
込
め
る
と
い
う
独
自
の
国
会
審
議
の
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
日
本
の
各
政
党
が
厳
格
な
党
規
律
を
維
持
し
、
議
員
個
人
の
国
会
に
お
け
る
発
言
や
投
票
の
自
由
を
拘
束
し
て
い
る
こ
と
も
、
国
会
独
自
の
活
動
機
能
を
低
め
る
原
因
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
(
「
独
自
の
機
能
が
低
い
国
会
」
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
編
『前
掲
書
』
二
六
六
頁
)
。
(
4
)
曽
根
泰
教
「議
会
の
可
能
性
二
一
世
紀
の
議
会
に
向
け
て
ー
」
内
田
健
三
・
金
原
左
門
・
古
屋
哲
夫
編
集
『
日
本
議
会
史
録
』
第
六
巻
、
第
一
法
規
、
一
九
九
〇
年
、
三
七
七
～
三
七
八
頁
。
(
5
)
曽
根
泰
教
「
前
掲
論
文
」
三
七
五
頁
。
(
6
)
岡
野
加
穂
留
『
政
治
改
革
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
〇
年
、
三
五
～
三
六
頁
。
岡
野
教
授
が
理
事
を
務
め
て
い
る
社
会
経
済
国
民
会
議
に
設
置
さ
れ
た
政
治
問
題
特
別
委
員
会
が
、
一
九
八
九
年
三
月
に
全
国
会
議
員
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
政
治
改
革
に
対
し
て
は
国
会
議
員
全
体
で
は
九
二
・
六
%
が
賛
成
し
て
い
る
が
、
国
会
議
員
の
自
己
改
革
能
力
に
関
し
て
は
八
四
・
五
%
が
そ
の
能
力
の
低
下
を
認
め
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
社
会
経
済
国
民
会
議
は
、
議
会
政
治
の
抜
本
的
改
革
の
た
め
に
、
国
会
の
両
院
で
設
置
決
議
を
行
い
、
第
三
者
に
よ
っ
て
構
成
す
る
強
力
な
権
限
を
も
っ
た
「
臨
時
政
治
制
度
調
査
会
」
(
政
治
臨
調
)
の
設
置
を
提
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
福
岡
政
行
助
教
授
も
、
「
政
治
改
革
は
、
当
事
者
た
る
国
会
議
員
が
考
え
る
の
で
は
な
く
、
12
『
第
三
者
機
関
』
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
で
あ
り
、
ゆ
だ
ね
た
以
上
、
そ
の
答
申
の
完
全
実
施
を
与
野
党
一
致
の
国
会
決
議
で
保
証
す
る
ぐ
ら
い
で
な
け
れ
ば
、
党
利
党
略
に
よ
っ
て
骨
抜
き
に
な
る
」
(
「
再
編
期
の
国
会
と
政
治
改
革
-
第
一
一
〇
回
国
会
～
第
一
一
八
回
国
会
ー
」
内
田
健
三
・
金
原
左
門
・
古
屋
哲
夫
編
集
『
前
掲
書
』
三
五
四
頁
)
と
述
べ
て
、
岡
野
教
授
ら
と
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
(
7
)
浅
野
一
郎
「
政
治
改
革
と
は
」
浅
野
一
郎
編
著
『解
説
政
治
改
革
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
〇
年
、
六
～
八
頁
。
(8
)
自
由
民
主
党
編
『
月
刊
自
由
民
主
』
一
九
九
〇
年
四
月
号
、
五
八
～
六
二
頁
。
な
お
、
「
政
治
改
革
大
綱
」
は
一
九
八
九
年
五
月
一
九
日
に
正
式
決
定
さ
れ
、
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
①
政
治
家
個
々
人
の
倫
理
性
の
欠
如
、
②
多
額
の
政
治
資
金
と
そ
の
不
透
明
さ
、
③
不
合
理
な
議
員
定
数
お
よ
び
選
挙
制
度
、
④
わ
か
り
に
く
く
非
能
率
的
な
国
会
審
議
、
⑤
派
閥
偏
重
な
ど
硬
直
し
た
党
運
営
な
ど
が
、
現
在
、
国
民
の
政
治
不
信
お
よ
び
自
民
党
批
判
の
中
心
に
あ
る
と
し
、
な
か
で
も
、
政
治
と
金
の
問
題
が
政
治
不
信
の
最
大
の
元
凶
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
(9
)
①
・
③
に
つ
い
て
は
加
藤
教
授
が
指
摘
し
て
い
る
(
『前
掲
書
』
二
二
九
頁
)
。
(
10
)
小
林
直
樹
『憲
法
政
治
の
転
換
民
主
政
の
再
建
を
求
め
て
ー
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
、
一
九
八
頁
。
な
お
、
改
革
の
要
点
と
あ
る
べ
き
方
向
に
つ
い
て
は
一
九
八
～
二
〇
一
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
。
(
1
>
白
鳥
令
「
な
ぜ
政
治
改
革
か
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
と
改
革
の
方
向
1
」
白
鳥
令
編
『す
ぐ
で
き
る
政
治
改
革
-
自
民
党
に
明
日
は
あ
る
か
』
リ
バ
テ
ィ
書
房
、
一
九
八
九
年
、
三
八
～
四
一
頁
。
(
12
)
福
岡
政
行
「
前
掲
論
文
」
三
五
三
頁
。
(
　
)
D
.E
a
s
to
n
,
"
A
S
y
s
te
m
s
A
n
a
ly
s
is
o
f
P
o
liti
c
a
l
L
ife
"
J
h
o
n
W
ile
y
&
S
o
n
s
In
c
.19
6
5
.片
岡
寛
光
監
訳
『
政
治
生
活
の
体
系
分
析
』
(上
)
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
、
四
二
～
四
五
頁
。
(
14
)
D
・
イ
ー
ス
ト
ン
『前
掲
訳
書
』
二
九
七
頁
。
(
15
)
次
の
岡
野
教
授
の
指
摘
は
示
唆
に
富
む
。
「議
会
・
政
党
・
選
挙
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
"三
種
の
神
器
"
で
あ
る
。
こ
の
"
三
種
の
神
器
"
は
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
つ
の
も
の
は
、
全
部
、
構
造
的
に
連
関
し
て
い
る
。
切
り
離
し
て
、
一
つ
だ
け
を
改
革
し
て
お
け
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
選
挙
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
議
院
内
閣
制
と
政
党
政
治
が
、
13
日
本
の
政
治
構
造
の
タ
テ
前
に
な
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
政
党
お
よ
び
政
党
組
織
が
そ
の
前
提
条
件
に
な
る
。
民
主
的
な
議
会
は
、
公
正
な
選
挙
と
、
自
由
主
義
の
原
則
を
基
本
と
し
た
政
党
組
織
が
存
在
し
な
い
か
ぎ
り
成
り
立
た
な
い
」
(
『
政
治
改
革
』
四
二
頁
)
。
(16
)
政
党
政
治
研
究
会
・
三
塚
博
監
修
『議
会
政
治
一
〇
〇
年
』
徳
間
書
店
、
一
九
八
八
年
、
七
一
八
頁
。
(
17
)
橋
本
茂
「
国
会
改
革
の
諸
問
題
」
浅
野
一
郎
編
著
『
前
掲
書
』
二
三
七
頁
。
「
河
野
書
簡
」
の
こ
と
に
つ
い
て
河
野
自
身
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
.
「
あ
の
参
院
改
革
を
訴
え
た
書
簡
(昭
和
四
六
年
七
月
七
日
)
は
、
議
長
に
な
っ
て
や
ろ
う
な
ん
て
つ
も
り
で
出
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
と
に
か
く
単
純
な
ん
だ
よ
。
直
前
の
参
院
選
で
投
票
率
が
六
割
を
切
っ
た
。
厂
こ
れ
は
衝
撃
だ
っ
た
よ
。
国
民
か
ら
見
放
さ
れ
た
ん
だ
。
選
挙
中
に
読
め
な
い
ま
ま
に
た
ま
っ
て
い
た
新
聞
を
広
げ
て
み
た
ら
『半
議
員
』
だ
の
『第
二
衆
議
院
』
だ
の
と
、
参
院
は
ボ
ロ
ク
ソ
な
ん
だ
な
。
参
院
無
用
論
ま
で
出
て
い
た
。
ボ
ク
は
も
っ
と
も
だ
と
思
っ
た
ね
。
佐
藤
政
権
と
結
ん
で
、
重
宗
(
雄
三
議
長
、
故
人
)
が
牛
耳
っ
て
い
る
間
に
、
参
院
は
す
っ
か
り
政
党
化
し
、
『良
識
』
と
い
う
も
の
が
な
く
な
っ
ち
ま
っ
て
い
た
。
も
う
限
界
だ
、
ほ
っ
て
お
け
な
い
。
気
持
ち
は
あ
せ
る
の
だ
が
、
オ
レ
の
考
え
は
こ
う
だ
、
と
訴
え
る
手
立
て
が
な
に
も
な
い
。
当
時
は
ボ
ク
の
周
囲
に
は
新
聞
記
者
ひ
と
り
い
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
ど
う
し
た
も
の
か
、
思
い
悩
ん
だ
あ
げ
く
に
思
い
つ
い
た
の
が
『
書
簡
』
と
い
う
方
法
だ
っ
た
の
さ
。
議
員
全
員
に
、
オ
レ
の
思
い
を
し
る
し
た
手
紙
を
出
す
。
み
ん
な
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
に
は
、
こ
れ
し
か
な
い
。
(中
略
)
。
『
書
簡
』
に
す
る
の
は
急
に
思
い
つ
い
た
こ
と
だ
が
、
書
い
た
中
身
は
ボ
ク
の
政
治
生
活
の
中
で
ず
ー
っ
と
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
だ
。
第
一
に
、
正
副
議
長
は
党
籍
を
離
脱
す
る
。
第
二
に
、
参
院
か
ら
大
臣
や
政
務
次
官
を
出
さ
な
い
。
第
三
に
、
党
議
拘
束
を
ゆ
る
め
て
個
々
の
議
員
の
自
由
な
討
論
を
活
発
に
す
る
。
ど
れ
も
、
法
律
を
い
じ
ら
ず
に
心
、
構
え
だ
け
で
で
き
る
こ
と
だ
。
。
。
わ
た
し
は
出
発
点
か
ら
、
参
院
議
員
は
行
政
府
に
加
わ
っ
て
は
い
か
ん
、
と
バ
ラ
を
く
く
っ
て
お
っ
た
。
わ
た
し
だ
っ
て
ね
エ
、
そ
り
ゃ
あ
、
政
務
次
官
や
大
臣
の
は
な
し
は
何
度
か
あ
り
ま
し
た
よ
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
も
の
は
一
切
バ
ネ
つ
け
て
、
議
会
精
神
で
き
た
」
(
河
野
謙
三
『
議
長
一
代
-
河
野
謙
三
回
想
記
1
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、
一
二
～
一
四
頁
)
。
(18
)
橋
本
茂
「
前
掲
論
文
」
二
三
八
～
二
三
九
頁
。
(19
Y
政
党
政
治
研
究
会
・
三
塚
博
監
修
『前
掲
書
』
七
二
六
頁
。
(20
)
橋
本
茂
h
前
掲
論
文
」
二
四
一
頁
。
政
党
政
治
研
究
会
・
三
塚
14
博
監
修
『
前
掲
書
』
七
二
七
頁
。
(
21
)
政
党
政
治
研
究
会
・
三
塚
博
監
修
『
前
掲
書
』
七
二
七
頁
。
参
議
院
制
度
研
究
会
は
、
一
九
八
八
年
一
一
月
一
日
に
答
申
を
出
し
た
が
、
そ
こ
で
は
参
議
院
の
役
割
を
「
衆
議
院
に
対
す
る
抑
制
や
均
衡
、
補
完
の
機
能
を
通
じ
て
国
会
の
審
議
を
慎
重
に
し
、
衆
議
院
と
と
も
に
国
会
の
機
能
を
万
全
に
す
る
こ
と
」
と
位
置
づ
け
、
専
門
的
な
知
識
、
長
期
・
総
合
的
な
視
点
、
政
党
の
党
議
に
よ
っ
て
画
一
化
さ
れ
な
い
立
場
な
ど
か
ら
国
政
の
諸
問
題
に
取
り
組
む
よ
う
訴
え
て
い
る
。
一
方
、
運
営
面
の
改
革
で
は
、
年
末
年
始
の
自
然
休
会
に
よ
る
会
期
の
ム
ダ
を
な
く
す
た
め
、
通
常
国
会
の
召
集
時
期
を
一
月
に
変
更
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
議
案
の
委
員
会
付
託
が
国
会
戦
術
の
手
段
に
さ
れ
て
大
幅
に
遅
れ
る
傾
向
を
改
め
、
議
案
は
提
出
と
同
時
に
委
員
会
へ
付
託
し
、
必
要
に
応
じ
て
付
託
後
に
趣
旨
説
明
を
行
う
こ
と
、
各
政
党
は
所
属
議
員
へ
の
拘
束
を
で
き
る
限
り
少
な
く
し
、
多
種
多
様
な
意
見
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
(橋
本
茂
「前
掲
論
文
」
二
四
八
頁
)
。
(
2
)
曽
根
泰
教
「
前
掲
論
文
」
三
七
八
～
三
七
九
頁
。
(
23
)
例
え
ば
、
中
山
茂
は
「今
こ
そ
参
議
院
が
、
文
字
ど
お
り
〈
理
の
府
〉
〈良
識
の
府
〉
と
し
て
、
政
争
の
渦
中
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
な
く
冷
静
に
国
政
を
監
視
し
、
立
法
府
の
一
院
と
し
て
の
役
割
を
遂
行
し
よ
う
と
い
う
根
源
的
な
使
命
感
を
呼
び
醒
ま
さ
な
い
か
ぎ
り
、
も
は
や
国
民
に
と
っ
て
参
議
院
な
ど
無
用
の
長
物
だ
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
(中
山
茂
『
参
議
院
無
用
論
』
大
陸
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
「
ま
え
が
き
」
三
頁
)
。
ま
た
、
社
会
経
済
国
民
会
議
も
「
わ
が
国
議
会
政
治
に
関
す
る
提
言
」
(
一
九
八
四
年
四
月
二
九
日
)
で
、
「
我
々
は
、
西
暦
二
千
年
を
期
し
て
わ
が
国
の
議
会
制
度
が
二
院
制
か
ら
一
院
制
の
方
向
に
改
革
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
参
議
院
は
長
期
的
に
は
廃
止
の
方
向
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
(24
)
岡
野
加
穂
留
『
政
治
改
革
』
四
七
頁
。
(25
)
岡
野
加
穂
留
『政
治
風
土
論
』
現
代
評
論
社
、
一
九
七
七
年
、
三
五
頁
。
(同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
協
力
者
)
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